
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        令和元年７月１２日
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関東森林管理局長

物件番号 森林管理署等 樹種
協定数量

(m3)
応募者数 最高点 最低点 協定予定者 提案内容の概要

福島 低質材L 250

有限会社武田林産 低質材L 100

２－０２ 棚倉 スギ・ヒノキ 10,000 2 76 54 協和木材株式会社
素材入荷から製材、販売までの体制を整備し、需要者のニーズに応じた製品の大量生産を行い、また、乾燥機等の設備投資を毎年行うことにより、生産コストの削減
を図る。

２－０３ 棚倉 低質材N,L 10,000 1 75 - 遠野興産株式会社 原料が福島県産材に指定されている県内の火力発電所等にチップ又はペレットを供給し未利用材の有効活用を図る。

日光 スギ・ヒノキ 3,545

有限会社阿久津林友 スギ・ヒノキ 600

２－０５ 群馬 スギ、低質材N 10,300 1 66 - 群馬県森林組合連合会
新規開設した桐生木材ヤードや山土場・中間土場（サテライトヤード）等を有効活用し需要者ニーズに的確に対応するとともに、当者による「民有林システム販売」との
連携により安定供給体制の構築を図る。

２－０６ 群馬 低質材N 3,800 1 73 - 株式会社ト-セン 様々な材質（良材、とびぐされ材、多節材、黒心材）をカスケード利用することにより、材の付加価値の向上を図る。

東京神奈川 低質材N 1,300

王子木材緑化株式会
社名古屋営業所

低質材Ｎ 100

天竜 低質材N、L 2,000

株式会社佐合木材 低質材N、L 100

素材入荷から製材、販売までの体制を整備し、需要者のニーズに応じた製品の大量生産を行い、また、乾燥機等の設備投資を毎年行うことにより、生産コストの削減
を図る。

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国有林材の安定供給システム販売協定者の公表

　　　令和元年６月１８日付け公募した、令和元年度の国有林材の安定供給システム販売（第２次公募）の協定者を下記のとおり公表します。

２－０１
民国連携物件 3 73 70 南東北木材株式会社 広葉樹用材の需要の増加傾向を踏まえ、用材として活用可能なものをさらに選別して県産広葉樹用材として供給することにより、付加価値の向上を図る。

２－０４
民国連携物件

2 76 66 協和木材株式会社

国産材チップを利用した外壁ボードを製造する事業者と連携し、国産材製品の需要開拓を図りながら、地域全体の国産材利用の促進に繋げる。

２－０７
民国連携物件

1 76 - 住友林業フォレストサ－ビス株式会社
低質材からチップを製造し、外国産チップ使用率が高い製紙会社へ国有林材による国産チップを供給することにより、国産材の地位向上を高めるとともに、大径材及
び低質材の付加価値の向上を図る。

２－０８
民国連携物件

2 94 55 西垣林業株式会社


